







































































































































































































































































































































れる「数学II W三角関数~ J、 「数学C『コンビュー
タによる曲線の表示~ Jの内容の考察を行った。
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その上で、この教材の高校数学の学習内容での
位置づけについて考えた。
また、問題を作成していくうえでの注意点等
についても考察を加え、新しい視点に立った三
角関数の教材を提案をしたものである。
N. 研究の結果
新しい視点に立った教材の開発について考え
てきた。結果、相貫体を素材とした高校数学の
三角関数での活用が考え得る教材を作成した。
また、その教材について数学立と数学Cにおけ
る活用場面、問題を作成していくうえでの注意
点等についても考察を加え、提案したものであ
る。
今回は相寅体を素材とした教材の開発、その
資料：開発教材「相貫体 J
1）同じ大きさの円柱を突きさす
yニ土cosx
2）円柱の大きさを変える
y口士＂2/3(-sinx)
活用場面について考察を行ってきたものである
が、問題を作っていくうえで「相黄体j に限ら
ず、広い視野を持って見れば、新しい視点に立っ
た教材の開発の素材となるものはたくさんある
はずである。それをし1かに見極め、活かしてい
くかが今後の課題であると考える。
主要引用・参考文献
中内敏夫 (190 ）「新版教材と教具の理論教
育原論Ej ，あゆみ出版
文部省(196 ）「高等学校学習指導要領解説数
学編理数編j，ぎょうせい
寺田文行監修／教材探検の会編 (197 ）「数学ラ
ンド・おもしろ探検」，森北出版
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3）円柱を斜めに突きさす
4）円柱に円錐を突きさす
y＝土l/2F6(5cosx+ 1) 
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